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で 何か すべきことは 主よ」です。 

主と出会い、自分が何をすべきか、すぐに応答し

ているパウロの姿は、そんなに早く切り替えられ

るの？と驚きつつも、主との出会いはこれまでの

人生を方向転換させるだけの力があり、この話を

聞いている同胞のユダヤ人たちに、あのナザレの

イエスが主であることを印象付けようとしている

パウロの熱さが伝わってきます。 

 

この後、パウロはアナニアに会い、「あなたは、

見聞きしたことについて、すべての人に対してそ

の方の証人となる者だからです」（１５節）と使命

を伝えられました。アナニアはさらに「今、何をた

めらっているのです。立ち上がりなさい」（１６節）

と声をかけます。アナニアの「立ち上がりなさい」

と、主の「立ち上がってダマスコへ行け」と、「立

ち上がる」ことが繰り返し命じられています。この

言葉は、「立つ」だけでなく、「起き上がる」、「復活

する」という意味ももっている復活用語です。 

死んだ命が復活するという、世の常識では絶対

不可能なことが、主イエスによってなされました。

聖霊を与えられたペトロも「主の復活の証人にな

るべき」（使徒言行録 1章２２節）と、わたしたち

が伝えることは主の復活であると人々に訴えてい

ます。パウロは、ダマスコの途上で、一度死にまし

た。しかし、復活の主がパウロに命をお与えになり

ました。この後、伝道者としての歩みも苦難の連続

で数えきれないほど倒れたパウロですが、その度

に、主に復活させていただいたのです。力強く証し

をし続けるパウロの原点は、やはり主の復活でした。 

 

「あなたは復活の証人です」と告げられて、皆さ

んはどう感じますか。「いやいや、そんな大それた

使命は牧師や伝道者」、「証し？準備が大変なので、

他の人にお願いします」。思い当たる方はおられま

すか。確かに、キリストが復活されたとストレート

すぎるメッセージは頻繁には出てこないかもしれ

ません。しかし、キリスト者はすでに復活の主の命

をいただいている者です。わたしたちが生きる

日々の生活の中に、倒れたものが起き上がる、命の

ないところに何かが始まった、復活の出来事はあ

ちらこちらで必ず起こっています。復活の出来事

は遠い昔の話ではなく、わたしたちの人生の中で

今も続いています。わたしたちは皆証人です。教会

の中に証しがあふれる２０２６年でありますよう

に。 

 

  

 

 

 

「『主よ、どうしたらよいでしょうか』と申しま

すと、主は、『立ち上がってダマスコへ行け。しな

ければならないことは、すべてそこで知らされる』

と言われました」(使徒言行録２２章１０～１１

節)。 

 

新しい年が始まりました。気持ち新たに、何か決

心された方もおられるかもしれません。春からの

新生活を迎え、準備をしておられる方もいらっ

しゃるでしょう。そんな新年の始まりに、ぜひご一

緒に「復活の証人」ということを考えたいと思いま

す。合同教会は、１月１１日に一泊のリトリート

キャンプを行い、３月２０日には信徒大会が予定

されています。どちらの委員会も、準備の段階で、

委員メンバーは異なっているにもかかわらず、「証

しを聞き合いたい」という声が出ました。せっかく

集まるなら、主がわたしたちに何をしてくださっ

たのかを互いに分かち合い、そして励まし合いた

い、キリスト者ならではの願いです。 

 

使徒パウロは、キリスト者を捕まえるためにダ

マスコに向かう途中、天からの強い光に照らされ

て地面に倒れ、主の声を聞きます。パウロの回心と

呼ばれる出来事です。実際に起こったことが描か

れている９章と、自身の経験を語る２２章、さらに

２６章と、ダマスコでの衝撃の出会いは、使徒言行

録の中に３回も記述されています。実際はもっと

語っていたでしょう。この三か所を読み比べてみ

ると、微妙に記述が異なるところがあります。語る

相手によって、強調する点が違うことは、わたした

ちが証しをするときにもよくあると思います。 

 

パウロが主に対して「主よ、どうしたらよいで

しょうか」と尋ねた言葉は、この２２章だけに登場

します。原文を直訳すると「わたしは言った そこ
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